
　

３
月
４
日
の
県
職
連
合
第
33
回
・
県
職
労
第
１
２
９
回
臨

時
大
会
を
経
て
、
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春
闘
方
針
を
確
立
し
、
３
月
８
日
に
人

事
課
長
交
渉
を
行
う
。
コ
ロ
ナ
禍
も
４
年
目
を
迎
え
、
今
も

な
お
感
染
者
が
増
え
続
け
る
情
勢
の
中
で
春
闘
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
民
間
春
闘
と
連
動
し
、
働
く
者
の
賃
金
・
労
働
条
件

改
善
を
め
ざ
そ
う
。

　

３
月
１
日
、
県

内
ほ
と
ん
ど
の
公

立
高
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
た
。
国

で
は
式
典
で
の
マ

ス
ク
無
し
を
基
本

と
す
る
指
針
が
出

さ
れ
、
県
教
育
委

員
会
で
も
同
様
の

通
知
が
出
さ
れ
、
卒
業
を
迎
え

た
生
徒
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
生

徒
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
卒
業

式
と
な
っ
た
▼
こ
の
生
徒
が
高

校
に
入
学
し
た
の
は
、
コ
ロ
ナ

が
急
拡
大
し
た
２
０
２
０
年
。

あ
れ
か
ら
３
年
間
、
学
級
・
学

年
閉
鎖
、
臨
時
休
校
な
ど
の
措

置
や
、
学
校
行
事
、
部
活
動
で

も
制
限
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
生

徒
に
と
っ
て
は
間
違
い
な
く
、

思
い
描
い
て
い
た
学
校
生
活
で

は
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
卒
業
式
で
生
徒
か
ら

の
答
辞
で
、
そ
の
こ
と
に
触
れ

つ
つ
も
、
教
職
員
の
努
力
で
無

事
に
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
れ
た
方
々
に
感
謝
を
表
し

た
。
マ
ス
ク
な
し
で
の
卒
業
式

で
、
息
子
の
素
顔
で
の
晴
れ
や

か
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き

ホ
ッ
と
し
た
▼
マ
ス
ク
の
着
用

は
、
３
月
中
旬
以
降
原
則
と
し

て
「
個
人
の
判
断
」
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
、
５
月
に
は
コ
ロ
ナ
の
分

類
も
５
類
へ
変
更
さ
れ
る
。
日

常
生
活
へ
の
不
安
は
隠
せ
な
い

が
、
マ
ス
ク
無
し
の
生
活
に
戻

れ
る
日
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と

は
確
か
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
ず
に
生
活
で
き
る
日
々
が
待

ち
ど
お
し
い
。

　

中央執行委員長
小田嶋  智  昭（再任）
（北上支部・北上土木センター分会）

中央執行委員
遠藤  俊明（新任）

（一関支部・千厩高等技術専門校分会）

中央執行委員
橋本  裕子（新任）
（盛岡支部・環境保健研究センター分会）

中央執行委員
菊池  圭（新任）

（県庁支部・医療政策室分会）
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【
春
闘
へ
の
結
集
の
意
義
】

　

民
間
の
労
働
組
合
で
は
例
年

２
月
に
春
闘
要
求
を
経
営
者
に

提
示
し
、
３
月
中
旬
を
ヤ
マ
場

に
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
並
行
し

て
民
間
・
地
場
中
小
企
業
が
３

月
か
ら
４
月
に
か
け
て
賃
金
要

求
を
掲
げ
、
経
営
側
と
交
渉
を

展
開
し
、
賃
金
水
準
を
決
定
す

る
。
公
務
員
の
賃
金
水
準
は
人

事
院
（
県
人
事
委
員
会
）
勧
告

制
度
の
も
と
、
民
間
準
拠
と
さ

れ
て
い
る
。
民
間
春
闘
の
結
果

が
私
た
ち
公
務
労
働
者
の
賃
金

水
準
決
定
の
要
素
と
な
る
。
よ

っ
て
、
春
闘
期
は
民
間
の
組
合

と
連
帯
し
、
と
も
に
改
善
を
求

め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
賃

金
確
定
は
県
人
事
委
員
会
勧
告

後
の
確
定
期
（
例
年
11
月
頃
）

だ
が
、
春
闘
期
は
確
定
期
に
向

け
た
組
合
運
動
ス
タ
ー
ト
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
取
り
組
み
だ
。

【
連
合
岩
手
春
闘
方
針
】

　

２
月
８
日
、
連
合
岩
手
は
地

方
委
員
会
を
開
催
し
、
連
合
岩

手
と
し
て
の
春
闘
方
針
を
確
立

し
た
。
県
内
の
最
近
の
景
気
は
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
下
で
各
種
政

策
の
効
果
な
ど
に
よ
り
、
全
体

的
に
は
持
ち
直
し
の
動
き
が
み

ら
れ
る
。
一
方
で
、
物
価
上
昇

に
よ
っ
て
働
く
仲
間
の
生
活
は

苦
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、

昨
年
の
賃
上
げ
の
流
れ
を
止
め

る
こ
と
な
く
、底
上
げ
、底
支
え
、

格
差
是
正
を
堅
持
し
、
月
額
１

４
，
７
０
０
円
以
上
の
賃
上
げ

を
目
標
と
す
る
と
し
た
。

【
県
職
労
の
春
闘
方
針
案
】

　

県
職
労
で
は
、
連
合
方
針
や

上
部
団
体
で
あ
る
自
治
労
県
本

部
の
方
針
を
踏
ま
え
、
春
闘
期

の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

主
要
な
春
闘
要
求
方
針
（
案
）

の
概
要
は
表
の
と
お
り
。
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確

定
期
か
ら
の
継
続
課
題
の
改
善

は
も
と
よ
り
、
長
期
化
す
る
コ

ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
と
な
っ
た
各

職
場
で
の
人
員
不
足
や
職
場
環

境
、
人
事
異
動
に
伴
う
赴
任
旅

費
や
職
員
公
舎
の
住
環
境
整
備
、

会
計
年
度
任
用
職
員
を
巡
る
諸

課
題
な
ど
、
県
職
労
は
山
積
す

る
課
題
改
善
を
求
め
て
い
く
。

　

県
職
労
２
０
２
３
年
度
役
員

選
挙
は
２
月
17
日
投
票
、
24
日

に
開
票
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、

立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ
新

体
制
が
決
ま
っ
た
。

　

２
０
２
３
年
度
も
私
た
ち
の

賃
金
・
労
働
条
件
、
職
場
環
境

改
善
の
た
め
に
、
県
職
労
は
組

合
員
の
結
集
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。
是
非
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

県
職
労
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
ご
指
導
と

ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
や
食
料
品

な
ど
、
「
物
価
高
騰
」
が
続
い

て
お
り
、
日
々
の
生
活
に
暗
い

影
を
落
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
全
国
消
費
者
物

価
指
数
は
、
前
年
同
月
比
で

４
・
０
％
と
、
41
年
ぶ
り
の
高

３
月
定
例
会
に
向
け
て

い
伸
び
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
盛
岡
市
の
消
費
者
物

価
指
数
は
４
・
３
％
の
伸
び

率
で
あ
り
、
都
市
部
よ
り
地

方
で
深
刻
な
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

市
内
で
親
元
を
離
れ
て
く

ら
す
学
生
も
「
異
次
元
の
物

価
高
騰
」
で
、
仕
送
り
や
ア

ル
バ
イ
ト
で
得
た
賃
金
で
は

生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

私
は
３
月
定
例
会
で
、
こ
う

し
た
厳
し
い
実
態
に
あ
る
学
生

に
対
す
る
生
活
資
金
・
物
資
の

支
援
の
充
実
に
つ
い
て
市
当
局

に
質
す
予
定
で
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
か
ら
市
政
に

対
す
る
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
願
い
し
ま
す
。

野
中
や
す
し

　
　
　 

　
議
会
報
告

　

２
月
19
日
、
平
和
環
境
岩
手

県
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
演
会
が

岩
手
教
育
会
館
で
開
催
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

か
ら
１
年
が
経
過
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、「
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
の
実
態
」
と
題
し
て

日
本
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連
帯
基

金
理
事
長
の
神
谷
さ
だ
子
さ
ん

が
特
別
報
告
を
し
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
避
難
し
た
住
民
へ
の

支
援
活
動
の
状
況
を
報
告
。
そ

の
う
え
で
、
戦
争
の
原
因
と
し

て
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
双
方

に
主
張
が
あ
る
が
、
命
を
守
る

の
は
武
器
で
は
解
決
で
き
な
い

こ
と
、
市
民
運
動
の
反
戦
運
動

の
広
が
り
で
解
決
の
道
筋
を
作

る
運
動
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え

た
。

　

次
に
、「
戦
争
の
記
憶
〜
釜

石
捕
虜
収
容
所
が
現
代
に
問
い

か
け
る
こ
と
〜
」
と
題
し
て
、

ニ
ュ
ー
ズ
ウ
イ
ー
ク
日
本
版
記

者
の
小
暮
聡
子
さ
ん
が
基
調
講

演
。
自
身
の
祖
父
が
第
２
次
世

界
大
戦
中
に
釜
石
捕
虜
収
容
所

長
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
こ

と
に
端
を
発
し
て
当
時
の
捕
虜

収
容
者
の
記
憶
を
辿
る
活
動
を

始
め
た
と
紹
介
。
加
害
者
で
あ

る
日
本
に
対
す
る
意
識
を
理
解

し
、
面
会
・
対
話
を
す
る
こ
と

で
理
解
が
深
ま
っ
た
実
例
を
紹

介
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
戦
争

は
あ
る
日
突
然
に
始
ま
る
の
で

は
な
く
、
愛
国
心
の
昂
揚
な
ど

の
国
民
世
論
の
動
き
が
あ
っ
て

生
じ
る
こ
と
か
ら
も
、
一
方
的

な
報
道
だ
け
で
は
な
く
、
複
数

の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
必
要
な

こ
と
、
戦
争
の
記
憶
を
伝
え
る

目
的
は
新
た
な
争
い
を
生
ま
な

い
こ
と
に
あ
る
と
し
、
そ
の
た

め
に
も
相
手
の
考
え
を
知
り
、

対
話
す
る
努
力
が
必
要
な
こ
と

を
訴
え
た
。

▲自身の活動について講演する小暮聡子さん▲自身の活動について講演する小暮聡子さん

を
2023全

員
が
信
任
　
新
体
制
を
確
立

２
０
２
３
年
度  

県
職
労
役
員
選
挙

「
真
実
」伝
え
戦
争
を
生
ま
な
い
運
動
を

表

２・
「
平
和
を
未
来
に
贈
ろ
う
！
平
和
講
演
会
」
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総合共済では、以下の
内容について給付を
行っています。

請求できる期間は３年間となっていますので、忘れずに
ご請求ください。

　

２
月
23
日
、
自
治
労
県
本
部
主
催
の
新
採
用
加
入
対
策
会
議

が
岩
手
県
高
校
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ア
ッ
プ
で
新
た
な
仲
間
を
迎
え
よ
う
」
と
題
し
、
し
ゃ
べ

ラ
ボ
の
高
橋
美
佳
さ
ん
を
講
師
に
講
演
を
受
け
た
。
午
後
か
ら

の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
県
職
労
は
新
採
用
加
入
促
進
対
策
会
議
を

行
い
、
支
部
・
青
年
婦
人
部
組
合
員
を
中
心
に
45
人
が
出
席
し

た
。

　

講
演
の
前
半
で
は
「
誘
い
方

編
」
と
し
て
、
組
合
の
案
内
を

し
て
加
入
し
て
い
た
だ
く
一
連

の
行
動
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
や
セ
ー
ル
ス
と
一
緒
で
あ

り
、
組
合
費
に
見
合
っ
た
メ
リ

ッ
ト
が
な
い
と
入
ら
な
い
。
無

料
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
誘

い
方
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

こ
と
、
労
働
組
合
に
お
け
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、①

組
合
の
組
織
の
こ
と
や
行
動
、

ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
か
を

説
明
②
加
入
し
て
い
た
だ
く
、

の
２
点
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
る

人
が
非
常
に
多
く
、
こ
れ
だ
け

で
は
加
入
は
し
て
く
れ
な
い
と

い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
て
、
労
働
組
合
の

説
明
を
す
る
際
に
相
手
の
メ
リ

ッ
ト
と
得
ら
れ
る
未
来
を
併
せ

て
説
明
す
る
こ
と
で
新
規
採
用

者
が
「
共
感
」「
納
得
」「
感
動
」

し
て
初
め
て
加
入
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め
の
誘

い
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
相

手
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
、「
得

ら
れ
る
未
来
」
を
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
、
自
分
の
実
感
を

伝
え
る
、
相
手
の
質
問
・
意
見

に
は
、
ま
ず
寄
り
添
う
な
ど
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

講
演
の
後
半
は
「
関
係
の
築

き
方
」
と
し
て
、
説
明
を
受
け

る
側
が
何
を
重
要
視
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
、
見
た
目
・
し

ぐ
さ
が
55
％
、
声
量
・
速
さ
・

話
し
方
が
38
％
、
説
明
内
容
が

７
％
で
あ
り
、
93
％
が
自
分
次

第
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、「
人
間
関
係

を
良
く
す
る
伝
え
方
・
ポ
イ
ン

ト
」
と
し
て
、
結
論
か
ら
具
体

的
に
短
文
で
、
お
願
い
表
現
を

使
う
、
指
示
は
具
体
的
に
⑥
内

容
よ
り
理
由
や
背
景
を
伝
え
る
、

感
謝
を
言
葉
に
表
す
な
ど
を
参

加
者
全
員
で
共
有
し
た
。

　

県
職
労
新
採
用
加
入
促
進
対

策
会
議
で
は
、
県
職
労
の
組
織

現
状
を
踏
ま
え
、
支
部
・
分
会

で
の
組
織
的
な
取
り
組
み
の
強

化
・
徹
底
、
新
採
用
者
・
未
加

入
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
継
続
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
徹
底
、
青
年

層
の
主
体
的
・
組
織
的
な
声
掛

け
の
仕
組
み
構
築
の
３
つ
を
重

点
と
し
、
本
部
・
支
部
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

ま
た
、
自
治
労
本
部
の
新
採
対

策
会
議
に
て
示
さ
れ
た
模
擬
加

入
説
明
会
の
動
画
を
視
聴
し
、

説
明
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
ん
で

も
ら
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
取
り

組
み
方
法
が
似
て
い
る
支
部
ご

と
に
分
け
て
、①
今
年
度
の
振

り
返
り
②
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

に
向
け
た
各
支
部
で
の
具
体
的

な
取
り
組
み
③
支
部
基
本
組

織
・
青
婦
部
・
書
記
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
④
加
入
率
目
標
設

定
に
つ
い
て
討
論
し
た
の
ち
、

各
支
部
ご
と
に
新
採
用
職
員
加

入
促
進
取
組
計
画
表
を
作
成
し

た
。
各
グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
３
月
上
旬

に
全
組
合
員
集
会
を
開
催
し
、

声
掛
け
の
意
思
統
一
を
図
る
や

青
婦
部
が
主
体
と
な
っ
て
学
習

会
な
ど
を
企
画
し
、
支
部
基
本

組
織
で
は
そ
れ
の
フ
ォ
ロ
ー
に

入
る
、
各
分
会
内
で
新
採
用
職

員
を
「
見
守
る
」
担
当
を
決
め

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
新
採
用
加
入
促
進
対

策
会
議
の
講
演
や
県
職
労
本
部

か
ら
の
提
起
を
受
け
て
、
今
後

各
支
部
で
加
入
対
策
会
議
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
是
非

と
も
組
合
員
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
た
い
。

　

県
北
広
域
振
興
局
所
属
の
二

支
部
（
久
慈
・
二
戸
）
と
し
て

初
め
て
合
同
で
２
月
８
日
に
坊

良
県
北
広
域
振
興
局
長
に
要
求

書
を
提
出
、
交
渉
を
行
っ
た
。

　

久
慈
支
部
か
ら
多
田
野
支
部

長
と
北
崎
副
支
部
長
、
二
戸
支

部
か
ら
は
琵
琶
坂
執
行
委
員
が

出
席
し
た
。

　

坊
良
局
長
か
ら
は
、「
人
員

配
置
に
つ
い
て
は
、
強
く
要
求

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
人
員
体
制

に
つ
い
て
は
、
重
点
課
題
と
捉

え
、
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
」「
県
北
局
で
は
、
有
休
休

暇
の
取
得
促
進
、
長
時
間
労
働

の
抑
制
に
つ
い
て
、
各
所
属
長

に
意
識
づ
け
を
行
っ
て
い
る
」

「
本
局
に
の
み
集
約
さ
れ
て
い

る
業
務
に
つ
い
て
は
、
人
事
課

が
行
う
広
域
振
興
局
の
あ
り
か

た
の
検
討
に
対
し
、
局
と
し
て

意
見
を
提
出
し
て
い
る
」
等
の

回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
久

慈
支
部
か
ら
は
、
適
正
な
人
員

配
置
、
職
場
の
実
態
に
即
し
た

会
計
年
度
任
用
職
員
の
配
置
、

保
健
所
の
体
制
強
化
に
つ
い
て
、

二
戸
支
部
か
ら
は
、
新
幹
線
通

勤
者
へ
の
自
己
負
担
の
解
消
と

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

久
慈
支
部
及
び
二
戸
支
部
か
ら

の
意
見
は
、
人
事
課
及
び
本
庁

所
管
部
に
内
容
を
伝
達
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

県
北
広
域
振
興
局
長
交
渉
後
、

久
慈
支
部
独
自
で
、
下
山
経
営

企
画
部
長
に
、
要
求
書
を
提
出

し
、
交
渉
を
行
っ
た
。

　

久
慈
支
部
は
、
庁
舎
・
公
舎

含
め
た「
ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実
」

と
「
労
働
環
境
と
住
環
境
の
修

繕
・
改
善
」
を
強
く
求
め
た
。

　

下
山
部
長
か
ら
は
、「
対
応

出
来
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
も
丁
寧
な
対
応
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
引
き

続
き
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い

く
」「
要
望
の
あ
っ
た
内
容
に

つ
い
て
、
関
係
各
課
に
要
望
内

容
を
伝
え
て
い
く
」
等
の
回
答

が
あ
っ
た
。

　

久
慈
支
部
は
、
今
後
も
組
合

員
の
声
を
大
事
に
し
、
ま
た
、

今
後
も
局
長
・
経
営
企
画
部
長

と
の
交
渉
の
場
を
設
け
る
こ
と

で
、
更
な
る
改
善
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

２
月
11
日
〜
12
日
の
２
日
間

に
か
け
て
、
茨
城
県
潮
来
市
で

開
催
さ
れ
た
全
国
青
年
団
結
集

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

基
調
提
起
で
は
、
「
コ
ロ
ナ

禍
」
で
も
仕
事
を
こ
な
す
こ
と

が
最
優
先
さ
れ
、
感
染
し
た
仲

間
は
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
帰
り
、

体
調
が
悪
い
ま
ま
仕
事
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
り

仕
事
が
で
き
る
で
き
な
い
で
仲

間
の
分
断
を
生
ん
で
い
る
と
の

提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
労

働
者
の
仲
間
と
し
て
、
団
結
し

合
え
る
こ
と
が
改
め
て
大
切
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
相
模
鉄
道
労

組
元
委
員
長
の
高
橋
さ
ん
か
ら

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ

ス
の
事
業
分
社
の
経
営
改
革
の

た
た
か
い
が
報
告
さ
れ
、
高
橋

さ
ん
が
何
度
も
口
に
し
て
い
た

「
団
結
」
が
印
象
的
で
し
た
。

「
青
年
た
ち
に
は
、
団
結
を
感

じ
な
が
ら
労
働
運
動
を
し
て
ほ

し
い
」
と
熱
い
言
葉
で
、
檄
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
、
私
鉄
労
組
や

他
県
他
単
組
の
仲
間
と
討
論
を

行
い
ま
し
た
。
「
コ
ロ
ナ
に
感

染
し
て
も
特
別
休
暇
は
無
給
で

あ
り
年
次
休
暇
を
消
費
す
る
し

か
な
か
っ
た
」
「
今
の
給
料
だ

と
、
将
来
に
つ
い
て
不
安
」
等

の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
働
き

や
す
い
職
場
を
目
指
し
、
春
闘

を
た
た
か
っ
て
い
る
仲
間
の
声

を
聞
き
、
公
務
職
場
で
あ
る
私

た
ち
も
団
結
し
て
た
た
か
お
う

と
思
い
ま
す
。

　

２
日
目
は
、
「
こ
こ
か
ら
〜

関
西
生
コ
ン
事
件
と
私
た
ち
」

の
映
画
を
見
ま
し
た
。
こ
の
映

画
は
、
団
体
行
動
権
の
ス
ト
ラ

イ
キ
を
行
い
、
不
当
に
組
合
員

が
81
人
も
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で

す
。
約
２
年
勾
留
さ
れ
た
仲
間

は
最
後
無
罪
を
勝
ち
取
り
、
団

結
し
て
た
た
か
い
続
け
る
大
切

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
日
間
で
、
「
団
結
」

す
る
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
仲
間

と
話
し
合
い
、
「
団
結
」
し
て

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▲コミュニケーションについての講演のようす▲コミュニケーションについての講演のようす▲坊良県北広域振興局長に対し要求書を提供する
多田野久慈支部長（中）と琵琶坂二戸執行委員（右）
▲坊良県北広域振興局長に対し要求書を提供する
多田野久慈支部長（中）と琵琶坂二戸執行委員（右）

▲下山経営企画部長へ要求書を提供する
多田野久慈支部長（右）
▲下山経営企画部長へ要求書を提供する
多田野久慈支部長（右） ▲各グループで取り組みについて討論をおこなった▲各グループで取り組みについて討論をおこなった

▲参加者全員で「インターナショナル」を歌っているようす▲参加者全員で「インターナショナル」を歌っているようす

▲岩手県からの参加者で記念撮影▲岩手県からの参加者で記念撮影

　
県
職
労
で
は
独
自
の
共
済

制
度
と
し
て
『
総
合
共
済
』

を
設
け
て
い
ま
す

　
届
出
用
紙
は
各
支
部
書
記

局
に
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象

の
方
は
お
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

住所が変わったら住所変更を！

ご請求を忘れて
はいませんか？？

住宅火災時の給付では、正確な住所登録が
必要です。
※住所変更がされていない場合は給付の対
象外となりますのでご注意ください！
異動等で住所が変わった場合は忘れずに手
続きをお願いいたします。

〇本人・家族（配偶者・子・親・配偶者の親）死亡
〇結婚　〇出生　〇退職　〇住宅災害

新
規
採
用
者
を
組
合
の
仲
間
に
！

県
北
広
域
振
興
局
長
へ
要
求
書
を
提
出

２
０
２
３
新
採
用
加
入
対
策

久
慈
・
二
戸
支
部
合
同

久
慈
支
部
・
経
営
企
画
部
長
へ
独
自
交
渉

初

第
55
回
全
国
青
年
団
結
集
会
に
参
加
し
て

石
井
望
夢
（
一
関
支
部
・
一
関
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
分
会
）

仲
間
の
声
を「
団
結
」の
力
に
！

久
慈
支
部
独
自
交
渉

庁
公
舎
の
改
善
を
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